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概要

栄養士の養成教育は，栄捉士法及び規削並びに行政指森により行われているが最近になって社会のニーズの高

度化・多様化に対応するため特徴ある捉成教育が求められるようになった。本学では，いち早く昭和58年(1983)

4月に栄蓑科を新設して実力ある臨床向け栄養士の教育養成に努めているが，その大きな特徴の一つは40週間に

及ぶ学外実習である。この中の 4週間を公衆栄養学実習に当てていて公衆栄旋活動の一環として地域健康教育と

しての健康スクールを当初から 8年間継続開設してきた。これを経験した学生は422人，受購者は409人で，その

うち修了者は216人であった。

はじめに

昭和48年 (1973)に栄蓑士蓑成課程の教科目

に「公衆栄養」が新設され，栄養科学生が卒業

し，栄蓑士として公衆栄蓑活動ができるための

拠りどころとなる理論的な根拠と実践活動の方

法を提供する学問として位置づけられた。そし

て昭和62年 (1987)度から栄養士法改正を受け

て「公衆栄養学」に改編された 1)0

栄養士法による栄養士は「栄養の指導を業と

する」者であるため「公衆栄挫学」は栄養指導

論病態栄養学等とともに栄養指迎のための応

用科目と考えられる。それなのに「公衆栄養学

実習」は少なく管理栄養士課程においてすら保

健所等におけるものか1週間義務づけられてい

るに過ぎない。

昭和58年(1983)，本学に栄養科が設置された理

由は 「実力ある栄養士」教育養成することを実

行し，臨床に強い管理栄養士を目指させるもの

であるので，これを実現するためのひとつの特

色ある教育は40週間に及ぶ学外学習2)を課してい

ることである。この試みのうち「公衆栄蓑学実

習」についての教育方法とその実習についての

研究をし 8年間で完了したので報告する。

方 法

栄養科の学外実習は，設立当初から川崎医科

大学附属病院において 1年間，正味40週間に亘
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表1 栄養科学外実験実施計画

4辿1廿I 実験内谷区分
区分 (2週間） (2週間）

1栄養指＃ 臨床栄捉 (l),li尿病）

2 臨床栄脊 （糖尿病） 臨床栄養 (¥'Ill品・術後）

3 臨床栄1癸 (PlJ)g．術後） 臨床栄う造（腎 透析）

4管理事務 紅，：｛，↑]：理

5 /ム‘ 衆 栄 養
6 息春期・．妊産婦栄乎£ 福祉栄狡..

7乳児栄養 学煎栄従・・・

8 給食竹：理・調理．．．．

， 栄 捉 指 消

10 栄 ぅ送 指 ＃ 

尖',Pi場所 ． 附屈高校

川崎阪科大学 附屈病浣 " Ji!lJII荘
（但し＊印は附屈病院外） ．．．早島小学校

．．．．附属川崎柄院

他に岡山県内の保健所において 1週間の公衆栄i迩学実苦
を行なっている。

表 2-1 川崎医科大学附属病院における公衆栄笠学実習

の目的・方法

区 分 実習目的 尖刑方法

一第予滉：健
地域住民の健康づく 地区公民館等で健康ス
りのための健康教布 クールを1:｝fj設し，その
方法を習得する． 企画 ・巡‘院 ・実施 ・評

次賊進 価について体験する．

①人間ド ックは，予 ①人院人l廿l卜＊ソク受診
防活動の第二次予防 者を受け持ち，入院か
段階に晋かれている ら退院までを体験する
ことを把握する．

メ̂1J 
人②健康培進活動を把 ②食生活等調査 ・栄養

I:：J i屋する． 指＃を見学する．
ド③成人の健康 ・栄従 ③人間ドック成紹害を

次 ツ 状態を把握する． 作成する．
ク ④人間ド ソク受診者 ④人間ドソク受診者の
のデータを集計する データをコンピュータ
ことにより一般的な 人カ ・梨計処理する．
健康 ・栄養状態を把
掘する。

第子：保
疾病の進行を阻止 外米似健診療を見学
し，合併症の進展を し，その一部を体験す_ ：健
抑制するための適切 る．二：そ"；ヘ＇ 

次 ~Jj: 療 な治療段階を把握す
る．

主な実ii1スケジュール

1 4週間分についてのオリエンテーシ ョン

2 新lifl雑誌等保健医療記事の抄読研究 (2回）

3 人間ド ックで行なう検在項目の研究とその発表（第

2週金曜日）

4 健康スクールの企画 ・述‘常委且会出席，テキスト

等媒体の作成，」ill圧測定，体脂liJ]iJIII定等の紬秤，

体操 ・歌唱の練料準イiiii，尖施 （リハーサルは第

3 週金lll｛日 • 本番は第 4 週水11,',lII) 

5 入院人間ド／ク受診の見学 ・付添い、 1研究とそ

の発表（第 4週金曜 n)

って実施してきた。その実施計画は表 lのとお

りであり ， わが国では，経験したことのない充

実したものとなっている。実習項目は，栄養指

導臨床栄養，管理事務，食品管理，公衆栄養，

給食管理，調理となっていてその内容は細分化

されている。実習場所は川崎医科大学附属病院

としながらも体験を豊かにするため，附屈高校，

旭川荘，早島小学校及び附屈川崎病院にそれぞ

れ 1週間， 2週問， 2週間及び8週間を充てて

いる。

そのうち川崎医科大学附属病院における公衆

栄養学実習については表2-1に示す方法で4週

間を当てている。

{l) 4週間分についてのオリエンテーション

(2)保健医療記事の抄読研究と発表

表2_2 公衆栄養学実習のチェ ックリスト項目

1. オリエーテーション，レクチャー （口公衆衛生活

動：医師， 口健康教育活動．・管理栄乎!t:l:)

2.人院人間卜＇ック ：食生活等調在 （口食生活等調在

表作成，口食生活等調査記入用紙チェック）

コンピュータによる栄旋素等試の計狩（口食品

コードの選択，口記入漏れのチェック，口受診者

個別コー ドの確認 □コンピュータ採作，口食生
活等調在結呆の確認□食生活等指必記録の作成）
検在等の見学 （口検在施設設備の見学）

保健婦のI:：J診 （口予診 ・問診の見学）
医師の診察（口診察の見学）

退院時指＃ （口退院時指消の見学， 口受持受診

者の栄養指祁）

3.保健医療・公衆衛生外来 ：外来人間ド ック（口食

生活指＃記録の作成）

外来息者診察（口疾病の理解，口診察の見学，

□生活指祥の見学）
4.院内見学（口中央検査部， □中央病歴室）
5.院外公衆栄従活動：健康教育（健康スクール）（ロ

オリエンテーション， 口企画会談， ロテーマの分

担化と研究， 口運営委員会出席， 口j(Il圧測定練秤，

口身休測定紺渭， 口県民健康体操練秤， 口歌唱錬

料3題 □ワープロ錬習，□テキスト等媒体の作
成， ロマス コミヘの報道依頼， 口健康スクール実

施 □アンケー ト梨計，口反省 ・評価，口地域公
衆栄従活動への参加，口健康教育レボート提出）

6.研究・研究発表（口人間ド ソク検在 1項目， 口健

康スクール・リハーサル，口人1!ilドック受診者 l

症例）

統計（口人間ド ック成紹の観察， 口布慈必検定）

保健医療記事抄諒 (DH干ll新聞スクラップ，口

llliJ新聞以外抄読， 0抄読会参加， 口抄読記録作
成）
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表 3 健康スクール （地域健康教育講座）実施状況

実施順 開始年次 主 会 場 受購者数人 修了者数人 参加学生数人 運営委員長名

1 昭和59年 倉敷市松島公民館 29 8 1期生55 犬飼源二

2 60年 二子公民館 35 13 2期生47 小田孝子

3 61年 下庄公民館 73 42 3期生51 平野謙策

4 62年 栗坂中公民館 72 41 4期生51 赤木良 一

5 63年 （上東）庄公民館 51 28 5期生59 中田 恒 正

6 平成元年 山地公民館 71 41 6期生49 菱川幹一

7 2年 西尾公民館 29 17 7期生57 内田友三郎

8 3年 （日畑）庄教投館 49 26 8期生53 森田忠弘

ム仁9 計 8 会 場 409 216 4 2 2 8 人

注）各期とも10回目の購座は，川崎医科大学現代医学教育縛物館3階小講期で行われた．

表 4-1 日畑健康スクール，学習テーマ

回数 開講月日 学習テーマ 備 考

平成3年

1 9月25El 我が家の健康づくり 閲講式

2 10月23日 成人の他康と食事 アンケート

3 11月20日 肥満とやせの予防 望ましい体重

4 12月18日 循閑器疾患とその予防 みそ汁調在

平成4年

5 2月5日 粕尿病とその予防 尿検究

6 3月15日 子供の他康と食事 小励会の活動

7 4月15H ftJfllとその予防 ftlfll検査

8 5月20El 歯科疾患とその予防 歯のプラソシング， 6月17日 翡齢者の健康と生治 趣味と生きがい

10 7月15日 生虹を通しての健康づく り 修了式

(3)人間ドックで行う検査項目についての研究

と発表。

(4)健康スクールの企画・運営委員会出席，テ

キスト等媒体の作成，血圧測定，体脂肪測

定等の練習，体操・歌唱の練習，準備， リ

ハーサル乃び実施

(5)入院人間ドック受診の見学，付添い， 1例

研究とその発表となっている。

公衆栄養学実習における細目とチェ ックリス

トの項目は表2-2のようになっている。

(1)オリエンテーション ・レクチャー 2項目

(2)人間ドック食生活等調査13項目

(3)保健医療・公衆衛生外来 4項目

(4)院内見学 2項目

(5)院外公衆栄養活動16項目

(6)研究 ・研究発表 9項目

からなっていて学生たちは終了の都度実習記録

に指導者のチェ ックを受けなから実習の進行状

況を自主管理する。

表4-2 第 9回日畑健康スクールプログラム

9 : 00 受付身長 ・体菫測定」ill圧測定体脂肪測定

9 : 30 みんなて体操 「岡山県民健康体操」全貝実施

開会あいさつ 運営委貝長森田忠弘

9 : 40 実料学生の発表 テーマ 「窃齢者の健康と生活」

l)老化とは 水田文香

2)高齢者人口の変化 太田美穂

3)老年期の健康 渡辺11,'i美

4)老年期の食生活 安延幸子

5)老年期の生活 三好恭代

10 : 30 購演 「高齢者の健康と生活」

川崎医療短期大学希護科講師和気啓

lさんのサイコロメニュー診断司会者片岡孝子

活動発表① 「私の健康法」

② 「栄養教皇の伝逹」栄養委貝平井トシェ

11 : 30 みんなで歌おう佐伯矩作歌 「栄養の歌」

「栄旋改善の歌」

「岡山県民愛唱歌」

アンケート記入

閉会のあいさつ 副運営委貝長凪畠正子

12 : 00 終 了

地域における健康教育の方法

川崎医科大学附屈病院における公衆栄蓑学実

習は， 川崎医科大学公衆衛生学II （中島行正助

教授，佐野友子管理栄養士）等の絶大な協力に

より 4週間の充実したスケジュールに従って進

められている。学生たちは表2-1の 「第一次予

防 ・健康増進Jについて及び表 2-2の 「院外公

衆栄養活動」についてその方法に従って自主的

に取り組むことを原則として体験的に学習を行

っている。地域における健康教育の方法は00

健康スクールという形で 1期生から 8期生まで

すべての学生422人の栄養科学生か経験してきた

か，その状況を示したのが表 3である。即ち，
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1期生55人の学生が10班に分れ分担して昭和59

年 (1984)9月から松島公民館を主会場に地区

住民29人を対象にして10回の購座を開き 7回以

上出席した者8人に対して松島健康スクール運

営委貝長犬飼源二氏の修了証書か授与された。

順次，二子，下庄，栗坂，上東，山地，西尾及

び日畑地区を対象にして実施し，平成 4年(1992)

7月15日にすべての健康スクールを終了した。

つまり ，8地区において受講者409人を対象に延

80回の講座を開き 7回以上出席した人216人に対

し，それぞれの運営委員長が修了証書を授与し

たという結果であった。

第 8回に当 った日畑健康スクールの実施状況

を表 4-1に示した。即ち， 平成 3年 (1991)9 

月25日，庄教養館において開設し， 1月を除い

て毎月 1回の割で開謁平成 4年 (1992)7月

15日の終了まで毎回テーマを設けて学生たちは

これに対応して効果を挙げていくための調査，

研究，練習，準備を本番に向けて 3週間という

短期間に仕上げて行く 。学習テーマは第 1回か

ら①我か家の健康づくり， ②成人の健康と食事，

③肥満とやせの予防，④循環器疾患とその予防，

⑤糖尿病と その予防，⑥子供の健康と食事，⑦

貧血とその予防，⑧歯科疾患とその予防，⑨高

齢者の健康と生活⑩生涯を通しての健康つく

りとなっている。

健康スクールの運営方法

先ず地域に出向き町内会長等の世話役の方に

面接，協議 ・依頼すること になるが，その時期

は前回の健康スクール 1~ 2回見学を兼ねて参

加して貰う必要から開始3ヶ月前から交渉を開

始することになる。そして世話役代表に運営委

員長就任を依頼する。その後において運営委員

候補者を選出して貰い地元の都合に合わせて説

明会を開く 。その席で運営委貝長から運営委員

の就任依頼をし，メンバーが定ま ったら運営委

貝会を開いて参加者券集方法を協誂するのであ

るが，その方法は，運営委員長の案内状を運営

委員が持って担当世帯をi届れなく訪問して参加

者を券 り，第 1回健康スクール開購のための第

1回定例運営委員会を開催する。そこでは実習

学生との顧合わせ，プログラムの打合せか中心

的目的である。学生たちはそれまでの 1週間に

実習テーマに対する調杏研究，テキストの構成

等を考えておき，表 2-2のチェ ックリストにあ

る項目 を完了して本番に備えなければならない。

そのプログラムの 1例として示したのが表 4-2 

である。即ち，学生たちは朝 8時10分にば病院

を出発して現地に向う 。到着後虹ちに運営委貝

と協力して会場設営，受付，身長体重測定，血

圧測定，体脂肪測定を分担して行ない 9時30分

になるとテープで岡山県民健康体操を県民愛唱

歌のリズムに合わせて全員で行なう 。運営委員

長の開会あいさつの後，実習学生の研究発表を

5題，続いて購師による講演を行なう 。次に受

講者が中心になって受講者が提出した献立につ

いてサイコロメニュー診断”を行ない。学生たち

はこれを支援する。活動発表では，その地域の

人の健康 ・栄養改善の体験発表やインタビュー

が行われ，あと 1題は栄養委員による栄蓑教室

の伝達活動をする場になっている。ここで全体

的な質疑応答がなされるが馴れるに従って次第

に活発になってい〈。 次に 3つの歌を斉唱する

のであるが①佐伯矩作歌「栄養の歌」は正しい

栄養の意味が歌詞に盛 り込まれている。②「栄

表4-3 受講者の理解度（日畑第 9回）単位 人

発 表 内 容

老化とは

高齢者人口の変化

老年期の他康

老年期の食生活

老年期の生活
l 

和気購師の固'I/i寅

サイコロメニュー診断

体験談

受講者の感愁等

①に対して：よく理解できた．はき はきとした発表で気持ち

よ〈 /If/くことができた事前によく学習していたと思う ．よ

かったと思う ．落ち豹いて発表できた．特によ〈できた． り

つばな態度老化の特徴がよくわかった

②に対して：よ〈わかるように説明ができた．はきはきとよ

くできた．裔齢者が多くなったのにぴっくりした．よ〈わか

るように発表できた．落ちついて発表できた．

③に対して ．よ〈 理解できた．はきはきとした口調で発表で

きた．基本健康診査を受けなければいけないと 思った．

④に対して ：テキスト以外のお話もできてよかったはきは

きと発表できてよかった．調理の工夫をしていきたいと思う ．

落ちついてよ〈できた．

⑤に対して：よ〈理解できた．落ちついてよくできた．はき

はきとよ〈できた．

学
生
の
発
表

]

2

3

4

5

 

よ〈理船理解；普通：少し理釈理信でき

できた ：できた： ：できた ：なかった

12 : 5 : 1 : 1 : 0 

8: 9 : 1 : 1 :0 

8 : , : 1 : 1 ; o 
8 : 10 : 0 : 1 : 0 

8:8:2:1:0  

10 : 4 : 1 : 0 : 0 

5:5:4:0:0  

8 ! 2 !。：。!0 
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養改善の歌」は岡山県栄蓑改善協議会のシンボ

ルソングで 「みんな元気で」という副題かつい

ている。③ 「岡山県民愛唱歌」は岡山県民健康

体操のリズムになっている。という意味を持っ

た歌である。そして最後にアンケートに記入し

て貰い，副運営委員長の閉会のあいさつで日程

を終了し，準備と同様に皆で後片づけをし，学

生たちは充実感を味わい乍ら運営委員と分れを

惜しむのである。

健康スクールの効果

健康スクールの効果を知るため，受講者から

は，受講後のアンケート更に終了 3ヵ月後のア

ンケート調査学生については毎回終了直後の

反省会及び全員か経験した後のアンケート調査

により評価を行った。次にその概要を述べる。

(1) 受講者の理解度

表4-2に示した第 9回日畑健康スクールのア

ンケートの結果を表 4-3に示した。即ち， 5項

目の学生の発表に対しては何れも 「よく理解で

きた」と 「理解できた」で殆んどを占め 「理解

できなかった」は皆無であ った。学習現場の状

況，受講者の態度を観察 してみても，高齢者が

大多数を占めているに拘らず，皆さん真剣に学

生の発表に見入っており ，最後の 「みんなで歌

おう 」まで開始から 2時間以上，馴れない椅子

に着席して学習意欲に燃えている姿は感動を覚

える程印象的なものであ った。また，感想等で

も記載されているように学生たちの発表に対し

て内容を真面目に受け止めて， よいことは実行

しようという態度や未熟な発表の場合でも 「よ

くできた」という好意的な言葉か記載されてい

た。

(2) 受講者の受講態度と感想

西尾健康スクール5)終了後 3ヵ月後の平成 3年

(1991) 10月に実施したアンケート調査の結果

は次のとおりであった。

①健康スクールに参加した理由 (3つ）

家族の健康のため

自分の健康のため

28人 82.4%

21人 61.8%

病気についてくわしく知る 17人 50.0%

血圧身長体重を知る 8人 23.5%

先生の講演を聞く

人にすすめられて

7人 20.6%

6人 17.6%

運営委貝になったため 5人 14.7%

②受講して特に役立ったもの (3つ）

先生の講演 27人 79.4%

サイコロメニュー診断 26人 76.5%

血圧身長体重測定 14人 41.2%

学生の発表 13人 38.2%

体験発表 8人 23.5%

③テキストはどうしているか

保存して今でも見ることがある

保存しているが見ない

④全体的な感想

大変よかった

よかった

どちらともいえない

(3) 受講後の生活変容

19人 55.9%

15人 44.1%

12人 35.3%

22人 64.7% 

なし

①受講後何か実行したことの有無

有30人 88.2%

②実行した内容

無 4人 11.8%

（ア）サイコロメニュー診断を実行するよう

になった 17人 50%

（イ）食事のバランスを考えるようになった

17人 50%

（ウ）塩分をひかえるようになった

23人 67.6%

（エ）嗜好品を滅らすようになった

15人 44.1%

（オ）県民体操をときどきしている

5人 14.7%

（力）その他，毎日歩いている 8人 23.5%

時々歩いている 6人 17.6%

ラジオ体操をしている 2人 5.9%

その他 （ヨガ，竹踏み， 自転車，畑仕事

各 1) 4人 11.8%

③学習内容を誰かに教えたか

（ア）夫又は妻に 19人 55.9%

（イ）娘に 11人 32.4%

（ウ）友人に 6人 17.6%

（エ）嫁に 5人 14.7% 

（オ）息子に 2人 59% 

（力）母に 2人 5.9%

（キ）近所の人に 2人 5.9%

（ク）その他 3人 8.8%

（ケ）誰にも教えていない 9人 26.5%
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④何を教えたか

（ア）食事のバランス 16人 47.1%

（イ）低塩の必要性 13人 38.2%

（ウ）サイコロメニュー診断 11人 32.4%

（エ）病気について 10人 24.4%

（オ）テキストの内容 7人 20.6%

（力）岡山県民健康体操 3人 8.8% 

⑤西尾健康スクール以外の購醤会に参加し

ていたか

はい 3人 8.8%いいえ 31人 91.2%

⑥今でも印象に残っていることは何か

・サイコロメニュー診断

・毎日の栢み重ねの重み

・体験発表

3人

1人

1人

. 1日30食品を用いて献立を立てること

1人

・歩 く時間をできるだけつ〈ること 1人

・栄養教室の伝達 1人

・骨についての話 1人

・脳に必要な酸素 1人

・みそ汁に具をたくさん入れる 1人

・食事のバランス 1人

・肥満の話 l人

・学生の発表等の熱心さ 1人

⑦今後健康についてどのようなことが知

りたいか

・成人病

・食品添加物の有害性

・病気の症状の特徴

・栄養素の過不足によって起こる病気

・簡単にできる健康料理

•関節リューマチの知識

⑧その他自由意見・感想

・味つけは親から子へと伝承していくこ

とを考えると今からでも「うす味」に

変えていきたい。

• このアンケートを書いていて反省する

ことかできてよかった。

・食事のバランス を考えるようになって

よかった。

・家族の健康も具体的に考えられるよう

になった。

・ウォ ー クデーが組み込まれてもよかっ

たと思う 。

．脈拍も時にはみてほしい。

・ 10回目に出席できなくて残念。

・ごそごそとよく動く割に少し太り過ぎ

で困る。

．糖尿病でないと言われて安心した。

(4) 実習学生に対するアンケート結果

西尾健康スクールを担当 ・体験した栄養科7

期生57人についてアンケー ト用紙を配布し，回

収したものについて集計した。回収率は53人で

93.0％であった。

表 5 実習学生の体験したことへの反省

項目 よかった 点 改善点等

ワープロの使い方を習得する 項目の内容を色々変え
テ
ことができた 11人 ないほうがよい 2人

キ テーマについて自分で勉強す ワープロが 1台しかな

ス ることがためになった 7人 いので時間がかかる

卜 レイアウトを考えて，切 り貼 8人

作 りすることを党えた 6人 表現など硬くなりがち

り
項目のつけ方 ・番号 ・見出し なので，わかり易くす

の位沼について学べた 1人 る 1人

人をひ きつける発表の仕方が 臨床的なこと力屯』解し、

発 学ぺた
7人 説明しにくいのでも っ

自分な りに発表内容が理解で と事前に基本的なこと

表 きた 6人 を学習しておくぺきだ

内
毎日の生活の中でよ〈役立っ 1人

ている 1人 査料が少なく困った
容 地域の人にわかり易い内容だ 1人

ったと思う 1人

血身 血圧の正しい測定方法が身に 血圧測定は十分に練習

圧長 ついた 31人 が必要だと思う ］人

測体 血圧測定は毎回続けており ，

定重 前回と比較できてよい 2人

県
天気のよい日 には外に

民
日頃の運動不足が解消された 出て行ってもよいと思

健
4人 7 1人

康
保健所実醤で役に立った 3人

受講者と一緒にできること 狭いところでは無理に
体

1人 する必要ないと思う
操

1人

み 歌が党えられないので，曲数を滅らし

ん たほうがよい 4人
な あまり意味がない 4人
で

テープの音が悪い 3人
歌

お ，比えても役に立ちそうにない 3人
う 歌詞の内容が古風で分かりにくい 2人

わかりやすい 4人
サメ 簡単に診断できる 3人
イニ
6つの基礎食品について理解しやすい

コユ

口1
2人

二診̂~ 受講者と一緒にできるのでよい 2人
断 例を出して練習するのはわかりやす〈

てよい 1人
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①健康スクールを通じて公衆栄養活動か理

解できたか。

（ア）よく理解できた。

（イ）理解できた

2人 3.8%

46人 86.8%

（ア）どちらともいえない 5人 9.4% 

（エ）あまり理解できなかった なし

（オ）全く理解できなかった なし

②体験したことへの反省

テキスト作成，発表内容，身体測定，血

圧測定，県民健康体操，みんなで歌おう，

サイコロメニュー診断について良い点，

改善点等について尋ねた。その結果は表

5のとおりである。即ち，概して体験し

た事は将来に役立つものと感じているこ

とが伺ええた。

③健康スクールで最も苦労した事や感動し

た事は

（ア）苦労したこと

・テキストの作成に関すること 38人

・やることが沢山あり，毎日遅くまで

残ってしたこと

・資料を集めること

• 発表の仕方

・時間が足りなかったこと

・媒体作成

（イ）感動したこと

4人

3人

2人

2人

1人

・健康スクールが成功したこと 20人

• 発表を熱心に聞いて下さ っ たこと

7人

・自分のまとめたものが発表できたこ

と 6人

・一冊のテキストができたこと 5人

・受講者が熱心だったこと 4人

・受講者が内容を理解してくれたこと

2人

・大勢の前で話し，それを聞いてくれ

たこと 1人

・地域の人からお礼を言われたこと

．拍手を貰ったこと

④その他の意見 ・感想

1人

1人

（ア）健康スクールは大変な行事だが，終っ

たとき自分の自信となる。

（イ）公衆栄養学を学ぶ上でいちばん重要な

実習でたあ ったと思う 。

（ウ）もう少し時間にゆとりがほしかった。

（エ）全体的に充実感があったか，無駄な部

分も多かった。

（オ）実習をして，ワープロが欲しくなって

買った。

考察・今後の課題

栄養科公衆栄挫学実習の教育研究として実施

した地域における健康教育活動としての健康ス

クールは当初の目標であった①栄養科学生に地

域住民への公衆栄養活動の充実した体験をさせ

る。②地域住民への健康学習の支援をする。に

ついては 8年間ではぼ達成したものと考える。

最後の80回目に当る第10回日畑健康スクール6)は

受購者の他に他地区の修了者や庄老人クラブ連

合会の方かたの参加を得て最終購座にふさわし

ち盛大なものになった。

この中から関係者の発言要旨を述べてこの講

座に対する思いと感概に触れ考察してみたい。

開会あいさつで森田忠弘運営委員長は「本日最

後の日畑健康スクールを開くことになったが毎

匝l熱心に受講され，又川崎学園の先生方や学生

さんば非常に熱心に取り組んで下さり感謝して

いる。」修了証聾授与式の祝辞で岡田敏政学長は

「この講座は皆さんの健康学習の場であると同

時に本学栄養科学生の公衆栄養学実習の場とし

て活用させていただき大きな成果を収めてきた。

然し，栄蓑科の改組により短期大学としては只

今を最後に 8年間の歴史を閉じることになった。

誠に哀惜の情に耐えない。その間の皆さんの御

協力に感謝している。」上東健康スクール運営委

員長であって庄老人クラブ連合会長の中田恒正

氏は「庄地区に立地した川崎学園と地域が連携

してやってきた事業は，難波教授が企画した健

康スクーフルがl唯一のものであったと思う 。当

初，松島から健康スクールは庄地区全体を巡回

するということであったが，未実施地区を残し

て終ることは残念に思う 。早い機会に何等かの

形で復活することを希望する。」また，実習学生

を代表して谷口泰子君は「公衆栄養学実習とし

て先賄から引き継ぎ，地域の皆さんと健康スク

ールを体験させていただき，本日，その最後の

意義深い80回目を担当させていただき幕を閉じ
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図 1 健康スクール最後の修了証書

る時がやってきた。感無砿である。勉強熱心な

26名の卒業の皆さんはさきに修了証書（図 1)

を授与されほんとうにおめでとうございました。

私たちもやがて卒業するが，この意義深い健康

スクールの経験を生かして頑張りたいと思う 。」

修了者代表の難波八重子さんは岡田敏政学長に

対して次のように謝辞を述べた。「10回に亘って

難波先生等の熱心な指消を受け只今修了証書を

戴き感激している。然し，これで健康スクール

が終ってしまうのはとても淋しい気持になる。

これからはサイコロメニューを活用して健康生

活に役立てていきたい。御指森下さ った川崎学

固の先生 ・学生さんに厚くお礼を申し上げる。」

これに対して岡田学長は更に 「御丁重なお言菓

をいただきありがとう 。皆さん，健康に留意さ

れ御活躍下さる ことを祈念する。」と発言。 閉会

あいさつに立った副運営委貝長の難波操さんは

「本日は早朝より こんなに沢山の方に来ていた

だき最後の講座と修了式ができたことを大変嬉

し〈思う 。私たちは今まで習ったことを毎日の

生活に生かし，より 健康に過したいと思う 。」

以上のことから，実習学生は地区の方かたと

ふれ合いなから豊富な体験を利tみ，一方，地区

の皆さんは開講日を楽しみに集まり，気楽な中

にも其剣に取り組んでいることが実感でき，当

初の計画以上の成果を収めたように考えられる。

また，学生たちは準備がほぼ完了した時期に記

者クラブを訪れてプロ グラムを発表しているた

め興味ある 内容について新聞，テレビででも報

道するので普及活動の方法を修得する上で，賞

重な体験をしてきたものと思われる。その 1例

として山陽新聞の切抜きを図 2に示した。
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山陽新聞の切り抜き

また，地区住民を対象としたこの「健康教育

活動」は地区全体の「健康学習意欲」を盛り上

げ，学習支援効果の大きかったことがわかり，

未実施地区の期待の大き いことも うかかえた。

然し，本学栄養科は本年度をもって廃止される

ため，この事業は終ることになる。そこで今後

の課題として考えられる ことは， 本学の他の科

で実施することができるか，或いは改組昇格し

てできた川崎医療福祉大学医療技術学部臨床栄

養学科の公衆栄養学実習において復活させるか

についても考應検討すべき課題であると思料さ

れる。
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